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【公開日】平成27年5月18日(2015.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2015-033
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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/222    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/222    　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月11日(2016.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置とネットワーク経由で通信する撮像装置であって、
　被写体を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段を所定の方向に回転させる回転手段と、
　前記回転手段による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転手段によ
る回転の停止を指示するための停止コマンドを、前記外部装置からネットワーク経由で受
信する受信手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信された場合に、前記回転手段による回転を開始
させる制御手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信された場合に、前記受信手段により停止コマン
ドが受信されたか否かを判定する停止コマンド判定手段と、
　前記停止コマンド判定手段により停止コマンドが受信されたと判定された場合に、前記
受信手段により開始コマンドが受信されてから前記停止コマンド判定手段により停止コマ
ンドが受信されるまでの前記回転手段による回転の量が所定の量以上であるか否かを判定
する回転量判定手段と、
を備え、
　前記制御手段は、前記回転量判定手段により所定の量以上ではないと判定された場合に
は、前記回転手段による回転の量が所定の量以上になるまで前記回転手段による回転を継
続させることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記回転量判定手段により所定の量以上であると判定された場合に、
前記回転手段による回転を停止させることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記所定の量を記憶する記憶手段を更に備え、
　前記受信手段は、前記回転手段による回転の量を指定するための指定コマンドを受信し
、
　前記制御手段は、前記受信手段で指定コマンドが受信された場合に、当該コマンドで指
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定された量で前記記憶手段が記憶する所定の量を更新することを特徴とする請求項１又は
２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　外部装置とネットワーク経由で通信する撮像装置であって、
　被写体を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段を所定の方向に回転させる回転手段と、
　前記回転手段による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転手段によ
る回転の停止を指示するための停止コマンドを、前記外部装置からネットワーク経由で受
信する受信手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信された場合に、前記回転手段による回転を開始
させる制御手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信された場合に、前記受信手段により停止コマン
ドが受信されたか否かを判定する停止コマンド判定手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信されてから前記受信手段により停止コマンドが
受信されるまでに経過した時間を計時する計時手段と、
　前記停止コマンド判定手段により停止コマンドが受信されたと判定された場合に、前記
計時手段により計時された時間が所定の時間以上であるか否かを判定する経過時間判定手
段と、
を備え、
　前記制御手段は、前記経過時間判定手段により所定の時間以上ではないと判定された場
合には、前記回転手段による回転の量が所定の量以上になるまで前記回転手段による回転
を継続させることを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　被写体を撮像する撮像部と前記撮像部を所定の方向に回転させる回転部と備える撮像装
置と、ネットワーク経由で通信する外部装置であって、
　前記回転部による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転部による回
転の停止を指示するための停止コマンドを、前記撮像装置にネットワーク経由で送信する
送信手段と、
　前記送信手段により開始コマンドが送信された場合に、前記撮像部の位置を取得する開
始位置取得手段と、
　前記送信手段による停止コマンドの送信を指示する指示手段と、
　前記指示手段により停止コマンドの送信が指示された場合に、前記撮像部の位置を取得
する停止位置取得手段と、
　前記指示手段により停止コマンドの送信が指示された場合に、前記開始位置取得手段に
より取得された位置と前記停止位置取得手段により取得された位置との差が所定の値以上
であるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により所定の値以上であると判定された場合に、停止コマンドを送信させ
るよう前記送信手段を制御する制御手段と、
を備えることを特徴とする外部装置。
【請求項６】
　被写体を撮像する撮像部と前記撮像部を所定の方向に回転させる回転部と備える撮像装
置と、ネットワーク経由で通信する外部装置であって、
　前記回転部による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転部による回
転の停止を指示するための停止コマンドを、前記撮像装置にネットワーク経由で送信する
送信手段と、
　前記送信手段による開始コマンド及び停止コマンドの送信を指示する指示手段と、
　前記指示手段により開始コマンドの送信が指示されてから経過した時間を計時する計時
手段と、
　前記指示手段により停止コマンドの送信が指示された場合に、前記計時手段により計時
された時間が所定の時間以上であるか否かを判定する経過時間判定手段と、
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を備え、
　前記送信手段は、経過時間判定手段により所定の時間以上であると判定された場合に、
停止コマンドを送信することを特徴とする外部装置。
【請求項７】
　撮像装置と、前記撮像装置とネットワークを介して通信する外部装置と、で構成された
撮像システムであって、
　前記撮像装置は、
　被写体を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段を所定の方向に回転させる回転手段と、
　前記回転手段による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転手段によ
る回転の停止を指示するための停止コマンドを、前記外部装置からネットワーク経由で受
信する受信手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信された場合に、前記回転手段による回転を開始
させる制御手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信された場合に、前記受信手段により停止コマン
ドが受信されたか否かを判定する停止コマンド判定手段と、
　前記停止コマンド判定手段により停止コマンドが受信されたと判定された場合に、前記
受信手段により開始コマンドが受信されてから前記停止コマンド判定手段により停止コマ
ンドが受信されるまでの前記回転手段による回転の量が所定の量以上であるか否かを判定
する回転量判定手段と、
を備え、
　前記外部装置は、
　前記開始コマンド及び前記停止コマンドを前記撮像装置にネットワーク経由で送信する
送信手段、
を備え、
　前記制御手段は、前記回転量判定手段により所定の量以上ではないと判定された場合に
は、前記回転手段による回転の量が所定の量以上になるまで前記回転手段による回転を継
続させることを特徴とする撮像システム。
【請求項８】
　撮像装置と、前記撮像装置とネットワーク経由で通信する外部装置と、で構成される撮
像システムであって、
　前記撮像装置は、
　被写体を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段を所定の方向に回転させる回転手段と、
　前記回転手段による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転手段によ
る回転の停止を指示するための停止コマンドを、前記外部装置からネットワーク経由で受
信する受信手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信された場合に、前記回転手段による回転を開始
させる制御手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信された場合に、前記受信手段により停止コマン
ドが受信されたか否かを判定する停止コマンド判定手段と、
　前記受信手段により開始コマンドが受信されてから前記受信手段により停止コマンドが
受信されるまでに経過した時間を計時する計時手段と、
　前記停止コマンド判定手段により停止コマンドが受信されたと判定された場合に、前記
計時手段により計時された時間が所定の時間以上であるか否かを判定する経過時間判定手
段と、
を備え、
　前記外部装置は、
　前記開始コマンド及び前記停止コマンドを、前記撮像装置にネットワーク経由で送信す
る送信手段、
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を備え、
　前記制御手段は、前記経過時間判定手段により所定の時間以上ではないと判定された場
合には、前記回転手段による回転の量が所定の量以上になるまで前記回転手段による回転
を継続させることを特徴とする撮像システム。
【請求項９】
　被写体を撮像する撮像部と前記撮像部を所定の方向に回転させるための回転部とを有し
、且つ外部装置とネットワーク経由で通信する撮像装置の制御方法であって、
　前記回転部による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転部による回
転の停止を指示するための停止コマンドを、前記外部装置からネットワーク経由で受信す
る受信ステップと、
　前記受信ステップにて開始コマンドが受信された場合に、前記回転部による回転を開始
させる制御ステップと、
　前記受信ステップにて開始コマンドが受信された場合に、前記受信ステップにて停止コ
マンドが受信されたか否かを判定する停止コマンド判定ステップと、
　前記停止コマンド判定ステップにて停止コマンドが受信されたと判定された場合に、前
記受信ステップにて開始コマンドが受信されてから前記停止コマンド判定ステップにて停
止コマンドが受信されるまでの前記回転部による回転の量が所定の量以上であるか否かを
判定する回転量判定ステップと、
を備え、
　前記制御ステップは、前記回転量判定ステップにて所定の量以上ではないと判定された
場合には、前記回転部による回転の量が所定の量以上になるまで前記回転部による回転を
継続させることを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１０】
　被写体を撮像する撮像部と前記撮像部を所定の方向に回転させる回転部と備える撮像装
置と、ネットワーク経由で通信する外部装置の制御方法であって、
　前記回転部による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転部による回
転の停止を指示するための停止コマンドを、前記撮像装置にネットワーク経由で送信する
送信ステップと、
　前記送信ステップにて開始コマンドが送信された場合に、前記撮像部の位置を取得する
開始位置取得ステップと、
　前記送信ステップによる停止コマンドの送信を指示する指示ステップと、
　前記指示ステップにて停止コマンドの送信が指示された場合に、前記撮像部の位置を取
得する停止位置取得ステップと、
　前記指示ステップにより停止コマンドの送信が指示された場合に、前記開始位置取得ス
テップにて取得された位置と前記停止位置取得ステップにて取得された位置との差が所定
の値以上であるか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより所定の値以上であると判定された場合に、停止コマンドを送信
させるよう前記送信ステップを制御する制御ステップと、
を備えることを特徴とする外部装置の制御方法。
【請求項１１】
　被写体を撮像する撮像部と前記撮像部を所定の方向に回転させる回転部とを有する撮像
装置と、前記撮像装置とネットワークを介して通信する外部装置と、で構成された撮像シ
ステムの制御方法であって、
　前記撮像装置にて、
　前記回転部による回転の開始を指示するための開始コマンド、及び前記回転部による回
転の停止を指示するための停止コマンドを、前記外部装置からネットワーク経由で受信す
る受信ステップと、
　前記受信ステップにて開始コマンドが受信された場合に、前記回転部による回転を開始
させる制御ステップと、
　前記受信ステップにて開始コマンドが受信された場合に、前記受信ステップにて停止コ
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マンドが受信されたか否かを判定する停止コマンド判定ステップと、
　前記停止コマンド判定ステップにて停止コマンドが受信されたと判定された場合に、前
記受信ステップにて開始コマンドが受信されてから前記停止コマンド判定ステップにて停
止コマンドが受信されるまでの前記回転部による回転の量が所定の量以上であるか否かを
判定する回転量判定ステップと、
を備え、
　前記外部装置は、
　前記開始コマンド及び前記停止コマンドを前記撮像装置にネットワーク経由で送信する
送信ステップ、
を備え、
　前記制御ステップは、前記回転量判定ステップにて所定の量以上ではないと判定された
場合には、前記回転部による回転の量が所定の量以上になるまで前記回転部による回転を
継続させることを特徴とする撮像システムの制御方法。
【請求項１２】
　外部装置と通信する撮像装置であって、
　被写体を撮像するための視野を変更させる視野変更手段と、
　前記視野変更手段を制御するためのコマンドを、前記外部装置から受信する受信手段と
、
　前記受信手段により前記視野変更手段による視野の変更を開始させるコマンドを受信し
た場合に、前記視野変更手段を制御して視野の変更を開始する制御手段と
　前記視野変更手段による視野の変更量を判定する変更量判定手段とを備え、
　前記制御手段は、前記受信手段により前記視野変更手段による視野の変更を停止させる
コマンドを受信するか否かにかかわらず、前記変更量判定手段によって判定される視野の
変更量が所定量以上になるように前記視野変更手段を制御することを特徴とする撮像装置
。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記変更量判定手段によって判定される視野の変更量が所定の量以上
になる前に前記視野変更手段による視野の変更を停止させるコマンドを受信した場合には
、視野の変更量が所定の量以上になるまで前記変更を継続させる制御を含むことを特徴と
する請求項１２に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記制御手段は、前記変更量判定手段によって判定される視野の変更量が所定の量以上
であると判定された場合に、前記変更手段による視野の変更を停止させることを特徴とす
る請求項１２又は１３に記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記視野変更手段による視野の変更を開始させるコマンド及び前記視
野変更手段による視野の変更を停止させるコマンドによって指定される時間で視野変更手
段を制御することを特徴とする請求項１２乃至１４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　前記所定の量を記憶する記憶手段を更に備え、
　前記受信手段は、前記回転手段による回転の量を指定するための指定コマンドを受信し
、
　前記制御手段は、前記受信手段で指定コマンドが受信された場合に、当該コマンドで指
定された量で前記記憶手段が記憶する所定の量を更新することを特徴とする請求項１２乃
至１５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１７】
　前記変更量判定手段は、視野の変更を開始させた位置から視野の変更を停止させる位置
までの視野の変更量に基づいて、視野の変更量を判定することを特徴とする請求項１２乃
至１６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１８】
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　前記変更量判定手段は、前記視野変更手段による視野の変更を開始させるコマンドが示
す時間から前記視野変更手段による視野の変更を停止させるコマンドが示す経過時間に基
づいて、視野の変更量を判定することを特徴とする請求項１２乃至１７のいずれか１項に
記載の撮像装置。
【請求項１９】
　前記視野変更手段は、被写体を撮像するための視野をパン方向に回転させるパン手段、
チルト方向に回転させるチルト手段、及び被写体を撮像するための視野の範囲を変更する
ズーム手段のうち少なくとも一つを含むこと特徴とする請求項１２乃至１８のいずれか１
項に記載の撮像装置。
【請求項２０】
　前記視野変更手段による視野の変更を開始させるコマンドは、一定の方向に視野を変更
し続ける動作を指定するコマンドを含むことと特徴とする請求項１２乃至１９のいずれか
１項に記載の撮像装置。
【請求項２１】
　撮像装置と、前記撮像装置と通信する外部装置と、で構成された撮像システムであって
、
前記撮像装置は、
　被写体を撮像するための視野を変更させる視野変更手段と、
　前記視野変更手段を制御するためのコマンドを、前記外部装置から受信する受信手段と
、
　前記受信手段により前記視野変更手段による視野の変更を開始させるコマンドを受信し
た場合に、前記視野変更手段を制御して視野の変更を開始する制御手段と
　前記視野変更手段による視野の変更量を判定する変更量判定手段と、
を備え、
　前記外部装置は、
　前記視野変更手段を制御するためのコマンドを前記撮像装置に送信する送信手段、
を備え、
　前記制御手段は、前記受信手段により前記視野変更手段による視野の変更を停止させる
コマンドを受信するか否かにかかわらず、前記変更量判定手段によって判定される視野の
変更量が所定量以上になるように前記視野変更手段を制御することを特徴とする撮像シス
テム。
【請求項２２】
　前記外部装置は、
　前記コマンドの送信を指示する指示手段と、
　前記コマンドの送信を指示した時間を保持する保持手段と、
を更に備え、
　前記送信手段で送信するコマンドには前記保持手段で保持された時間が含まれることを
特徴とする請求項２１に記載の撮像システム。
【請求項２３】
　前記変更量判定手段は、前記受信手段で受信したコマンドに含まれる時間に基づいて前
記変更量を判定することを特徴とする請求項２２に記載の撮像システム。
【請求項２４】
　被写体を撮像するための視野を変更させる視野変更部を有し、外部装置と通信する撮像
装置の制御方法であって、
　前記視野変更部を制御するためのコマンドを、前記外部装置から受信する受信ステップ
と、
　前記受信ステップにて前記視野変更部による視野の変更を開始させるコマンドを受信し
た場合に、前記視野変更部を制御して視野の変更を開始する制御手段と、
　前記視野変更部による視野の変更量を判定する変更量判定ステップとを備え、
　前記制御ステップにて、前記受信ステップにより前記視野変更手段による視野の変更を
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停止させるコマンドを受信するか否かにかかわらず、前記変更量判定ステップによって判
定される視野の変更量が所定量以上になるように前記視野変更部を制御することを特徴と
する撮像装置の制御方法。
【請求項２５】
　被写体を撮像するための視野を変更させる視野変更部を有する撮像装置と、前記撮像装
置と通信する外部装置と、で構成された撮像システムの制御方法であって、
　前記撮像装置における、
　前記視野変更部を制御するためのコマンドを前記外部装置から受信する受信ステップと
、
　前記受信ステップにより前記視野変更部による視野の変更を開始させるコマンドを受信
した場合に、前記視野変更部を制御して視野の変更を開始する制御ステップと
　前記視野変更部による視野の変更量を判定する変更量判定ステップと、
を備え、
　前記外部装置における、
　前記視野変更手段を制御するためのコマンドを前記撮像装置に送信する送信ステップ、
を備え、
　前記制御ステップは、前記受信ステップにより前記視野変更部による視野の変更を停止
させるコマンドを受信するか否かにかかわらず、前記変更量判定ステップによって判定さ
れる視野の変更量が所定量以上になるように前記視野変更部を制御することを特徴とする
撮像システムの制御方法。
【請求項２６】
　請求項２４または２５に記載の複数のステップをコンピュータに実行させるためのコン
ピュータプログラム。
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